
広報ひこね　平成16年11月15日

「
人
権
と
は
、
人
間
が
幸
せ
に
生

き
て
い
く
権
利
で
、
す
べ
て
の
人
が

生
ま
れ
な
が
ら
に
も
っ
て
い
る
基
本

的
な
権
利
で
す
。」（
彦
根
市
人
権
尊

重
都
市
宣
言
か
ら
）

部
落
差
別
、
男
女
差
別
、
外
国
人

差
別
、
障
害
者
差
別
な
ど
、
あ
ら
ゆ

る
差
別
や
偏
見
を
な
く
し
、
み
ん
な

が
明
る
く
暮
ら
せ
る
社
会
を
つ
く
り

た
い
も
の
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
、
人
権
に
つ

い
て
正
し
く
理
解
し
、
周
り
の
人
の

人
権
っ
て
何
で
し
ょ
う
？

人
権
ク
イ
ズ

次
の
○
○
に
あ
て
は
ま
る
漢
字
２

文
字
を
答
え
て
く
だ
さ
い
。

12
月
４
日
か
ら
10
日
ま
で
の
１
週
間

は
﹁
○
○
週
間
﹂
で
す

応
募
の
方
法

は
が
き
に
答
え
、
郵

便
番
号
、
住
所
、
名
前
、
人
権
に

つ
い
て
の
意
見
と「
広
報
ひ
こ
ね
」

と
書
い
て
、
12
月
10
日
㈮
（
消
印

有
効
）
ま
で
に
応
募
し
て
く
だ
さ

い
。
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
１

０
０
人
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
マ
グ
カ
ッ

プ
を
送
り
ま
す
。
当
選
者
の
発
表

は
発
送
に
か
え
ま
す
。

応
募
先

大
津
地
方
法
務
局
・
滋
賀

県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
「
人
権

ク
イ
ズ
」
係
（
〒
５
２
０-

８
５
１
６

大
津
市
京
町
三
丁
目
１-

１
）

﹁
人
権
週
間
﹂
と
は
？

国
際
連
合
は
、
昭
和
23
年
︵
１
９

４
８
︶
第
３
回
総
会
で
世
界
人
権
宣

言
が
採
択
さ
れ
た
12
月
10
日
を
﹁
人

権
デ
ー
﹂
と
定
め
、
す
べ
て
の
加
盟

国
に
こ
れ
を
記
念
す
る
行
事
を
毎
年

実
施
す
る
よ
う
に
呼
び
か
け
て
い
ま

す
。
法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委
員

連
合
会
は
、
人
権
デ
ー
を
最
終
日
と

す
る
１
週
間
を
﹁
人
権
週
間
﹂
と
定

め
、
人
権
尊
重
思
想
の
普
及
と
高
揚

の
た
め
の
啓
発
活
動
を
全
国
的
に
展

開
し
て
い
ま
す
。

12
月
４
日
〜
10
日

第
56
回
人
権
週
間

て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

職
場
、
学
校
で

人
権
研
修
や
人
権

学
習
の
時
間
だ
け
で
な
く
、
常
に

「
み
ん
な
が
幸
せ
に
生
き
る
た
め

に
」と
考
え
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

相
手
の
立
場
に
立
っ
て
、
差
別
を

な
く
す
た
め
に
自
分
は
何
が
で
き

る
の
か
考
え
ま
し
ょ
う
。

地
域
で

例
え
ば
気
軽
に
あ
い
さ
つ

が
交
わ
し
合
え
る
近
所
づ
き
あ
い

が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。
居
住
歴
の

長
短
や
世
代
、
出
身
地
な
ど
に
関

係
な
く
交
流
が
で
き
て
い
る
で
し

ょ
う
か
。
お
互
い
に
気
を
つ
け
合

っ
て
、差
別
が
な
い
だ
け
で
な
く
、

災
害
・
犯
罪
に
強
い
地
域
づ
く
り

を
す
す
め
る
こ
と
は
、
明
る
く
住

み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
第
一
歩
で

す
。

人権尊重と部落解放をめざす
県民のつどい
人権尊重と部落解放をめざし
て、学習と活動の輪を広め、連
帯を深め合います。
日時 12月５日㈰ 10：00～14：30
場所 県立文化産業交流会館（米原町）
意見発表 お兄ちゃんの不登校
東
ひがし

裕
ひろ

輝
き

さん（近江八幡市）
記念講演「隔絶50年」、偏見差別は自
らを貶

おとし

めるもの　講師　金
キム

泰
テ

九
グ

さん
人権コンサート
「魂

こん

拓
たく

人
と

」森秀一さん
人権パネル展
物産展

問い合わせ先 人権政策課☎22-1411
（内線351）、FAX22-1398

人
権
を
尊
重
す
る
意
識
を
持
つ
こ
と

が
と
て
も
大
切
で
す
。

い
つ
で
も
ど
こ
で
も

大
事
な
人
権

言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
す
が
、

人
権
週
間
の
間
だ
け
、
あ
る
い
は
、

地
区
別
懇
談
会
や
職
場
な
ど
の
人
権

研
修
会
の
と
き
だ
け
人
権
に
つ
い
て

考
え
れ
ば
い
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
私
た
ち
の
日
常
生
活
は
、
す
べ

て
の
人
の
人
権
を
お
互
い
に
尊
重
す

る
こ
と
で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

人
権
侵
害
や
差
別
に
つ
な
が
る
偏

見
が
な
い
か
、
見
過
ご
さ
れ
て
い
な

い
か
、
振
り
返
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

家
庭
で

子
ど
も
を
含
め
た
家
族
一

人
ひ
と
り
が
お
互
い
に
助
け
合

い
、
相
手
を
尊
重
し
た
生
活
を
し

人権に関わる相談は

人権擁護委員へ
人権に関する問題で、相談する相手がなく
て困ったという経験はありませんか。
人権擁護委員が相談に応じます。いじめ、

体罰、部落差別をはじめ、あらゆる差別問題、
家庭内や隣近所での問題などの相談も受け付
けています。
市内の人権擁護委員は、次の皆さんです。

（10月１日現在、敬称略）

※相談は無料で、秘密は守られます。気軽に
ご相談ください。

内
　
　
　
　
容

入
場

無
料
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御
田
さ
ん
の
受
賞
の
言
葉

今
回
は
こ
の
よ
う
な
名
誉
あ

る
賞
に
選
ん
で
い
た
だ
き
、
感

謝
の
気
持
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

原
稿
を
出
す
と
き
は
、﹁
こ
ん

な
わ
け
の
わ
か
ら
ん
気
色
悪
い

も
の
を
人
様
の
目
に
さ
ら
し
て

い
い
ん
だ
ろ
う
か
﹂
と
激
し
く

悩
み
ま
し
た
が
、
結
局
え
い
っ

と
封
筒
に
入
れ
て
、
今
で
は
ほ

ん
と
う
に
よ
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。こ

の
受
賞
を
機
に
、
こ
れ
か

ら
も
日
々
努
力
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

舟ふ
な

橋は
し

聖せ
い

一い
ち

顕
彰
文
学
賞
は
、
彦
根
市
の
名
誉
市
民
で
あ
る
作
家
・
故
舟

橋
聖
一
氏
の
功
績
を
た
た
え
る
と
と
も
に
、
広
く
青
少
年
の
文
学
奨
励
を

は
じ
め
と
し
た
教
育
・
文
化
の
振
興
を
図
る
た
め
に
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

18
〜
30
歳
の
青
年
を
対
象
と
し
た
第
16
回
「
青
年
文
学
賞
」
に
は
全
国

か
ら
92
編
の
応
募
が
、
ま
た
、
近
畿
各
府
県
お
よ
び
滋
賀
県
に
隣
接
す
る

各
県
の
小
・
中
・
高
校
生
を
対
象
と
し
た
第
19
回
「
文
学
奨
励
賞
」
に
は

１
３
１
編
の
応
募
が
そ
れ
ぞ
れ
あ
り
ま
し
た
。

選
考
の
結
果
、
今
回
の
受
賞
作
品
が
次
の
よ
う
に
決
定
さ
れ
、
表
彰
式

が
10
月
30
日
㈯
、
市
内
の
ホ
テ
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

小
学
生
の
部

第
一
席

﹃
夏
の
宝
物
﹄〈
作
文
〉

麻あ
さ

野の

真ま
さ

史ふ
み

さ
ん(

稲
枝
北
小
学
校
６
年)

第
二
席

﹃
命
の
重
さ
を
計
っ
た
ら
﹄

〈
作
文
〉

広ひ
ろ

部べ

あ
す
か
さ
ん(

稲
枝
東
小
学
校
４
年)

第
三
席

﹃
ぼ
く
の
家
の
ね
こ
﹄〈
作
文
〉

嶋し
ま

治じ

亮
介
さ
ん(

金
城
小
学
校
５
年
）

中
学
生
の
部

第
一
席

﹃
長
崎
の
地
に
て
﹄〈
紀
行
記
録
〉

吉
田
真ま

唯い

子こ

さ
ん(

中
津
川
市
立
第
二
中
学
校

３
年
・
岐
阜
県
中
津
川
市
）

第
二
席

﹃
一
人
の
人
間
﹄〈
作
文
〉

橋
口
怜れ

い

花か

さ
ん(

鳥
居
本
中
学
校
３
年)

第
三
席

﹃
旅
﹄〈
紀
行
記
録
〉

宮み
や

地じ

純じ
ゅ
ん

貴き

さ
ん(

滋
賀
大
学
教
育
学
部
附
属

中
学
校
１
年
・
大
津
市
　
　
）

高
校
生
の
部

第
一
席

﹃
蛍
の
舞
﹄〈
創
作
〉

板い
た

谷や

明さ
や

香か

さ
ん
（
虎
姫
高
校
１
年
・

東
浅
井
郡
虎
姫
町
）

第
二
席

﹃N
O

ZO
M

I

〜
あ
る
家
出
少
女

の
物
語
〜
﹄〈
創
作
〉

和
田
あ
ゆ
み
さ
ん
（
西
脇
高
校
２
年
・

兵
庫
県
西
脇
市
）

第
三
席

﹃
手
紙
﹄〈
創
作
〉

古こ

我が

奏か
な

恵え

さ
ん
（
安
曇
川
高
校
３
年

・
高
島
郡
今
津
町
）

最
優
秀
賞

﹃
な
め
く
じ
共
和
国
﹄

〈
小
説
〉

御お
ん

田だ

祐
美
子
さ
ん

（
大
阪
府
吹
田
市
）

佳
　
作

﹃
ご
み
箱
の
慟
哭
﹄

〈
小
説
〉

村
上
桃
子
さ
ん

（
長
崎
県
長
崎
市
）

小学生・第２席

広部あすかさん
中学生・第３席

宮地純貴さん

最優秀賞

御田祐美子さん

小学生・第３席

嶋治亮介さん
高校生・第１席

板谷明香さん

佳　作

村上桃子さん

中学生・第１席

吉田真唯子さん
高校生・第２席

和田あゆみさん

発
表

＝市内の小・中学生４人が入選＝

ど

う

こ

く

小学生・第１席

麻野真史さん
中学生・第２席

橋口怜花さん
高校生・第３席

古我奏恵さん


